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【はじめに】 

Hydroxypropylmethylcellulose stearoxy ether 

（一般名；疎水化ヒドロキシプロピルメチルセルロ

ース、大同化成工業、商品名；SANGELOSE、以下

SGL）は、ヒプロメロース（HPMC）に C18（ステ

アリル基）が導入された医薬品・化粧品用添加剤で

ある。SGL の構造式を図 1 に示す。SGL は消炎外

用剤として国内で使用前例を取得し、2012年 12月

に医薬品添加物規格へ新規に収載された。また、海

外では 2009年に米国 FDAに Drug Master Fileを

登録完了し、化粧品分野においては米国、欧州、韓

国等で既に使用されている。医薬品分野では、保形

性良好な院内製剤 1)、手指消毒剤に代表される衛生

関連製品や虫さされ時の痒み低減などのゲル剤やク

リーム製剤への応用が実用化されている。 

近年、医薬品・化粧品分野では、低刺激性をキー

ワードに界面活性剤フリー製剤への検討が盛んに行

われている。一方、SGLは分子構造内に親水基と疎

水基を持ち合わしていることから、高分子界面活性

剤としての機能性を有しており 2,3,4)、化粧品分野で

は SGLを用いた界面活性剤フリー製剤が上市され、

実用化に向けた検討が各社で行われている。 

今回は、SGLゲルの安定性における界面活性剤の

効果と SGL－シクロデキストリン包摂作用による

温度感受性に関して紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 SGLの構造式 

【SGLゲルの安定性における界面活性剤の効果】 

増粘剤に SGL（グレード；90L、大同化成工業製）、

界面活性剤にドデシル硫酸ナトリウム（SDS）、ポリ

ソルベート 80（T-80）、モノステアリン酸ソルビタ

ン（Span60）及び大豆レシチン（LEC）の 4種を用

い、界面活性剤の添加量を変化させた場合の、ずり

速度と粘度の関係を調べた。結果を図 2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 界面活性剤の濃度を変化させた場合の粘度変化 

（A；SDS、B；T-80、C；Span60、D；LEC） 

 SGLは、ずり速度の増加に伴って粘度低下を示す

チキソトロピックなゲルを形成する。この特徴は、

SGL 分子内の疎水性相互作用による擬似架橋構造

によってみかけ上の増粘が認められるが、ずり速度

の増加によって擬似架橋構造が破壊され粘度低下を

示すために認められる。 

この特徴的な粘度挙動は、SDS、Span60及び LEC

を添加した際には認められるが、T-80では少量の添

加で消失し、低粘度の値を示した。これは、比較的

大きな親水性のポリオキシエチレンと SGL の相互

作用によって、SGL間の疎水性相互作用が弱まった

ためと考えられる。一方、Span60を添加した SGL

ゲルは、比較的高粘度値を示し、LECを添加した場

合でも添加量に応じて増粘性が増強される傾向を示

すことがわかった。これは、界面活性剤と SGLとの

相互作用により、ゲルを安定化していると考えられ

る。 

以上の結果より、安定した SGL ゲルを調製する

ためには、Span60もしくは LECが推奨され、SDS

の場合では、添加量 4mmol/L以下、T-80は SGLゲ

ルには不向きであることが示唆された。 

 

【SGL-シクロデキストリンによる温度感受性】 

 SGLとシクロデキストリン（CyD）との温度感受

性については大久保らによって既に報告されている

5)。今回は各種 CyDとの組み合わせによる温度感受

性について紹介する。 

○うらまつしゅんじ、いなもとやすなり、しまもととしお、うえむらとしのぶ、すろんしゃ、りゅうどん

ちうん 

 



CyD には、α型（α-CyD）、β型（β-CyD）、γ

型（γ-CyD）の 3種を用い、SGL 90L 1%ゲルに各

種 CyD の添加量を変化させた場合の温度と粘度の

関係をそれぞれ図 3、図 4、図 5に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 SGLとα-CyDとの温度と粘度の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 SGLとβ-CyDとの温度と粘度の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 SGLとγ-CyDとの温度と粘度の関係 

 

 いずれの CyD を添加した場合においても、25℃

における粘度値が 90L 単独に比べ低粘度値を示し

た。これは、SGLの疎水基部（ステアリル基）が CyD

と包接作用を示すことにより、SGL中の疎水性相互

作用による擬似架橋構造を阻害し低粘度化している。

特に、α-CyD では 0.05%以上の添加で粘度値が劇

的に変化し、データは割愛するが主鎖のヒプロメロ

ース粘度と同等の粘度値を示した。 

一方、包接された SGL-CyDゲルに温度を加えると、

SGLと CyDとの包接作用が外れ、SGLの擬似架橋

構造が再形成されることによる粘度値の上昇が認め

られた。この温度感受性の特性は、CyDの種類と添

加量によって、任意に設定温度をコントロール出来

ることが特徴的であり、特に生理的作用に効果的な

35℃付近における温度感受性による粘度値の上昇

はα-CyD、β-CyD及びγ-CyDでそれぞれ、0.05%、

0.10%及び 1.0%付近の添加量のときに示すことが

わかった。 

 以上の結果より、SGL に CyD を添加することで

低温では粘性が低く、体温付近の温度で粘度が上昇

する、温度感受性の特性を持つゲル製剤が調製可能

であり、一般外用のエアゾールやスプレー製剤、点

鼻薬や点眼薬などへの適用が期待できる。 

 

【おわりに】 

SGLは、分子構造内に親水基及び疎水基を持ち合

わせているため、高分子界面活性剤として有用であ

り、特にグレード 90L が乳化安定には優れている。 

なお、界面活性剤を併用する場合には、モノステア

リン酸ソルビタン（Span60）や大豆レシチン（LEC）

を選択することで、SGLゲルが安定化されることが

わかった。また、SGL に CyD を添加することで包

接化合物を形成し、CyD の種類や添加量によって、

容易に温度感受性の特性を付与できることがわかっ

た。 

 今後サンジェロースの特徴的な性質が、製剤開発

の一助となることを期待している。 
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